
 

２０２２年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：法務研究科 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した  2021 年 12 月  会議名：法務研究科教授会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度・志向性をバランスよく含んでいる 

☐「学生は、～することができる」といった形式にするなどわかりやすい記述となっている 

（３）学修成果を明示している 
☒明示している ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☐明示していない    年  月 明示予定 

◆明示している学修成果（昨年度報告している箇所もご記入ください。ホームページ等のリンクではなく、学修成果をご記入ください。） 

学修成果①  

進取の精神を持って、伝統の殻を破る新しい概念を構築する力 

学修成果② 

自主独立の精神を持って自他の個性を認め、公正な視点で多様性を受容する姿勢 

学修成果③ 

法律学の専門知識、批判的・創造的な思考力、社会に生起する事象の調査能力、および法的問題の分析能力を駆使し、問題を解決する能力 

学修成果④ 

新たな時代を切り拓いて正義を体現する法の担い手として、複雑で多様化した現代社会における様々な課題に敢然と挑戦し、人と社会と世界に貢献できる能力 

学修成果⑤ 

人の『喜び』『苦しみ』『痛み』を理解できる豊かな人間性とこれに基づく行動力 



 

学修成果⑥ 

自らが考える意見を正確に表現し、他者を説得する能力、および他者の意見に真摯に向き合い、その主張するところを的確に汲み取るコミュニケーション能力 

 

確認事項 3   学修成果の測定方法の設定 

（１）アセスメント・ポリシーを設定している 
☒設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）アセスメント・ポリシーの内容 

☒学修成果と測定方法の関連性が明確になっている 

☒学修成果を複数の方法（可能な限り「直接評価」と「間接評価」の組み合わせ）で測定する 

☒測定時期を明確にしている 

☒どの水準をもって達成とするか学部・研究科内で合意している 

（３）アセスメント・ポリシーを明示している 
☒明示している ☐要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☐明示していない   年   月 明示予定 

◆明示しているアセスメント・ポリシー （別紙での提出も可） 

法務研究科アセスメントポリシー 

NO 測定時期 学修成果 測定方法①：直接評価 測定方法②：間接評価 

1 
・直接評価：修了時 

・間接評価：１年～３年次 

進取の精神を持って、伝統の殻を破る新し

い概念を構築する力 
リサーチ・ペーパー及び論文の作成数と評点 学生アンケート 

2 ・１年～３年次 
自主独立の精神を持って自他の個性を認

め、公正な視点で多様性を受容する姿勢 
科目担当者に対するアンケート 学生アンケート 

3 
・直接評価：１年～３年次 

・間接評価：３年次 

法律学の専門知識、批判的・創造的な思考

力、社会に生起する事象の調査能力、およ

び法的問題の分析能力を駆使し、問題を解

決する能力 

エクスターンシップ、クリニックの評価/コメント 法律科目の成績・ＧＰＡ 

4 
・直接評価：修了後 

・間接評価：２年～３年次 

新たな時代を切り拓いて正義を体現する法

の担い手として、複雑で多様化した現代社

＜法の担い手となること・人と社会と世界への貢献＞ 

→司法試験合格者数、弁護士/裁判官/検察官となった人数 

クリニック報告書、エクスターンシップ報告書、及び

交換留学・トランスナショナルプログラム参加人数 



 

 

 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2021 年 10 月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

 

 

   

 

※確認事項 3-1、3-2、3-3、3-4、3-5、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし 

会における様々な課題に敢然と挑戦し、人

と社会と世界に貢献できる能力 

5 ・３年次 
人の『喜び』『苦しみ』『痛み』を理解で

きる豊かな人間性とこれに基づく行動力 
エクスターンシップ、クリニックの評価/コメント 

クリニック報告書、エクスターンシップ報告書、およ

び「稲門法曹会奨励賞」の応募・受賞状況 

6 ・１年～３年次 

自らが考える意見を正確に表現し、他者を

説得する能力、および他者の意見に真摯に

向き合い、その主張するところを的確に汲

み取るコミュニケーション能力 

ソクラティック･メソッド（双方向の質疑応答）を用いた講義科

目・演習科目等のＧＰＡから総合的に測定 
学生アンケート 

 


